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研究
所
所
幸良
四
月 アジア
・アフ
リカ
文化研究所
日誌
日
一九
七七
・七
八
年度研究所長
および
研究員就任。
研究所長
・恩
田
彰
。
研究員
(五
十音順)
阿部正次郎
・飯
田良
一
・飯塚勝重
・池
田雄
一
・市村
其三
郎
・井上
敬
一
・今冨
正巳
・小栗山雪
枝
・菊池良輝
・倉
内史郎
・小
林隆夫
・佐
藤俊雄
・佐
藤三千
夫・真
田
安・清
水浩昭
・杉
浦正健
・高
尾公矢
・高橋
統一
・谷
口一
房男・千
葉
栄・鎮
西恒
也・
内藤智秀
・中下正治
・西村
誠・新
田幸治
・野溝
七生
・針
生
清人
・平
野
秋・
福鎌忠恕
・船
木勝馬
・船津富彦
・北
保裕勝・
モ
Iゼ
ス
・パl
グ
・森
川久次郎
・山
内四郎
・渡
辺宏
運営委員会
①五
二
年度運営委
員役割分担。
企画
・高
橋
統一
・
西村
誠、
図書
・針
生清入、
編集
・新田幸治、
経
理・
山内四郎
、
庶務
・飯塚勝重。
②五
一年
度決算
報告、
了承。
@五
二度
予
算使用計画。
④五
二年
度
例会
運営。
高尾
公矢研究員
「イ
ン
ド社会に
お
けるカl
スト
を
め
ぐる不
浄の観
念に
ついて
」
|社
会人
類学的考
察|総合研究
「ア
ジ
ア地域
の宗
教・
言語お
よび教
育の
比較
文化的研究」
について
E
司会
・高
橋統
一
研究員
話題提
供者
市村其
三郎
研究員
「筑波山
神社境内地
の問
題」
・恩
田
彰所長
「日本人
の創
造性
について
」
①研究例会
の件
②一
九七 年
度年報
の件
③五
二年
度予
算執行計
画の件
④五
三
年度予算要求
の
件①五
三
年度予算要求書
の件
四
月
二
十六
日
ム
ノ、
月
十八日
七
月
九
月二十
八日
十
月二
十九日
研究例会
日
シン
ポジ
ウム
運営
委員会
運営委員
会
②研究員
追加
の件
研究所所報
シン
ポジ
ウム
十
二月
十
七
日
運営委員会研究例会
月
十一
日
総会 運営委員
会
研究例会総会
③研究例会
の件
「比
較文化論を
め
ぐって
」
司会
・高
橋統
一 研究
員報
告者
恩田
彰・高
橋統
一
・新
回幸
治・
針
生清人
・渡
辺
宏各研究員
①新研究員
追加承認
本田
徹夫氏
、
エノ
ハ・
アマ
ンク
氏
(昭和
五十二年
十二月
一日付
就任)。
②経
理中間
報告。
高橋
統一
・清水浩昭
・ 高尾公
矢研究員、
松本誠
一
氏「
余呉
・下丹生
の宮
度調
査から」
①新研究員
追加
の件
報告
了承。
①五十
二
年度事業報告
②五
十二
年度
経理中
間報
告③
五十コ一
年度
予算要求経過報告
④研究所長
交替
の件
⑤新研究員
追加承認
芳賀正
明氏
谷口
一房男研究員「明代広
西の非
漢民
族と土
司制度
」
①五十
二
年度事業報告
②五十
二年
度経理
中間報
告③
五十コ一年
度予算要求経過報告
④研究所長
交替
の件
、
恩田
所長五
十三
年度国内特別研究員就
任に伴な
い
辞任。
後任と
し
て高
橋統
一 研究員を
全
員一
致で
選出。
⑤新研究員追加報告
芳賀正
明氏
了
承。
一九
七
七年
度寄贈交換図書目諒
亜細亜大学
南山大学
アジ
ア公論
社
麗細亜大学
アジ
ア研
究所
同
亜細亜
大学教養部紀要
第一
五
・
二ハ号
アカ
デミ
ア
第一
一五
・一二
ハ 号
アジ
ア公論
第六巻
第一
t一
二号
、
第七巻
第一
・二
号
アジ
ア研究所紀要
第四号
アジ
ア研
究所所報
第六
t九号
仏教研究
第六号
文明
第一
九
t一
一一号
仏教大学大学院研究紀要
第五号
文化
第四
O巻第一ニ
・四
号、
第四
一巻
・二
号
国際仏教徒協会
東海大学文明研究所
仏教大学学会
東北大学文学会
一四
九
研究所所報
逐次刊行物目録
昭和四
九年版
国
立国
会図書館
中東通報
第二
四
六l二
五三号
( 財)
中東調査
会
中東政治経済
ニ
ュー
ス
第六五
t一
一四
号
同
調査
研究報告
第一
・二号
学習院大学東洋文化研究所
語学研究
第二一
号
拓植大学語学研究所
泊圏
第二
ハ号
泊国記念会
法文論議
第三
八
・三九
号
熊本大学法文学会
北海道
大学文学部紀要
第二
五巻
第二号
、
第二
六
巻
第一
号
北海
道大
学文学部
法政大
学文 部紀要
第二
二号
法政大学文学部
広島
大学文学部紀要
第三
六号
、
特輯号
第一
t
一二号
広島
大学文学部
人文学報
第一
一七
t一
一一四
号
東京
都立大
学人
文学
部
海外事情
第二五
巻
第一
t一
二号
、
第二
六巻第
一・
二号
拓殖大学海外事情研究
所
海外事情研究所報告
第二
ニ号
同
関西大
学東
西学術研究所紀要
第九
・
一O
号
関西
大学東西学術研究所
関西大
学東西学術研究所所報
第二七
・二
八号
同
紀要
(史学科)
第二
二号
九州大学比較
教育文化研究施
設紀要
第二
七
号
神戸
大学文学部紀要
第六号
慶応義塾大
学言語文化研究所紀要
海外事情研究
第五巻
第二号
関学院大学
日本文化研究所紀要
第三
八
・三九
号
国学院大学
日本
文化研究所所報
第一
三巻
第五
t六号
、
第一
四巻
第一
t六号
経済論集
第二六
・二七
号
国際基督教大 研究要覧
第一
号
明治大学人
文科学研究所紀要
第一
五
冊
同年
報第
一七
号
明治大学社会学研究所紀要
第一
五
集
同年
報第
一五・
二
ハ号
第三一
六t
一三七
号
第八
・九
号
未
来
中央大学文学部
九州
大学教育学部附属
比較教育文化研究施
設
神戸
大学文学部
慶応義塾大
学一
言語文
化研究所
熊本商科大学海外事情研究所
国学院大学
日本
文化研究所
同
明
明 治 大
同 治 同 大 東
大 学 文
学 入 国 化社 文 際 大
会 科 基 学
学 学 督 経
研 研 教 済
究 究 大 学
所 所 学 会
(株)
未来社
一五
O問題と
研究編集委員会日本イ
ラン協
会
問題と
研究
第七巻
第
一t
五号
日本イ
ラン協
会ニ
ュー
ス
昭和
五二年
一月t
一一
一月
号、
昭和五
三年
一月
号
南
方
文化
創刊
号t第四号
天理南
方
文化研究会
鷹陵史学
第三
・四
(合併〉
号
仏教大
学歴史研究所
立正
大学
人文科
学研究所年
報
第一
四号
、
特別号
立正大
学人
文科 究
歴史人類
第三
・四
号
筑波大学歴史
・人
類学系
社会科学ジ
ャーナル
第一五
号
国際基督教大学社会科学研究所
史料館報
第二
六号
国立史料館
史原
第七期
国立
台湾大学歴史学研究所
歴
史学系学報
第四期
国立
台湾大学歴史学系
東海大学紀要
(文学部)
第二
七
・二八
輯
東海大学
文学部文明学科
アジ
ア研
究室
東京女子
大学論集
第二
七巻
第二
・三
号、
第二八
巻
第一
号
東京女子
大学学会
東洋文化
第二七
五
・二
七六
(合併)
号、
第二七
号
(財)
無窮会
東洋学術研究
第二
ハ巻第
一t六
号、
第一
七巻
第
一号東
洋哲学研究所
批評
の生理
(大岡信
・谷川
俊太郎
エナ
ジ
ー対
話8)
エッ
ソ・
スタ
ンダ
ード石
油
(株)
生のか
たち
(日
高敏隆
・原
ひろ子
エナ
ジー
対話
9)
同
円田町H
c-HO
仏角川田
司町己目印
町bHPゲb
LZ
UEBR
bu
呂田8口問
。片岡v
r芯
東京外国語大学
アジ
ア・
アフ
リカ一
甘口語文化研究所
同同同
同vcm
HHH
a同
剛山岳町ロ窓口円
。
出向LRE
Sζ
品croC
M刊戸
当日EA司
り~mw-o間口ぬ回
目ロ
ロ向。円 nnRロ
ωrHF日
東洋史苑
第四
t
十一号
龍谷
大学東洋史 研究会
大正
大学研究紀要
第六
三輯
(仏
教学部
・文
学部〉
大正
大学出版部
広島大学文学
部紀要
第三
七巻
、
特輯号
広島大学文学
部
情報科学論集
第五号
東洋大学附属
電子
計算機
センタ
ー
経営論集
第五
・六
号
東洋大学経営研究所
経営研究所
研究報告
第一
号
同
経済論集
第二巻
第二号
、
第三巻
第
一号
東洋大学経済研究会
東洋大学紀要
第三O
号
(史学科
E、
仏教
・中哲
E)
東洋大学文学部
東洋学研究
第二
号
東洋法学
第二O
巻第一
・二
号
経済
成長と
資源問題
企業
の
理論と構
造
東洋大学東洋学研究所
東洋大学法学会
東洋大学経済研究所東洋大学経営研究所
一九
七七年
度購入図書目鋒
krES
〈 C
日・
会w
z c
-AHV
〈C]・
令W
2 0
・Htu
v
Q〉同)
、
アフ
リカ研
究
第二
ハ号
(日本
ア
フリ
カ学
会)、
朝日年
鑑
一九
七七年
版、
一九七
八年
版
(朝
日新聞社)、
日本
思想史
講座
8
(古川哲史
・石
田一良
編〉、
会津藩
家世実紀
第三巻
(豊田武編〉、
講座
・
比較
文化
第一
t八
巻
(伊東俊太
郎他編)、
宋書
(沈約撰、
傷家
路主編
〉、
晋書
(房
玄齢等
撲、
楊家路
主編)、
植村正
久と
其の時
代
補遺
・索
引・新
補遺
(佐
波亘編)、
明実
録中之東南亜史料
上
・下
(趨
令揚等編
著)、
華
陽国士山
十二巻
題襟館本
(常球
撰)、
四川
大
学学報
(社会科学)
一九
五七年
第一
t四
期
一九
五八
年
第二t四
期
、
一九
五九
年
第一
t六
期
(四
川大学
報編輯委員会
)、
『天皇制』
論集
第二輯
(一二
研究所所報
書房編集部)
、
近代に
おける天
皇観
(中瀬寿
一)
、
ヅ!フ
日本回想録
・フイツ
セル
参
府紀行
(斎藤阿具訳注)、
明治前期思想史文献
(三
橋猛雄
編)、
近江祭礼風土記
(井
上頼寿編)、
蛮書校注
(楊家
路主編)、
クララの明
治日記
上・下
(クララ
・ホ
イッ
トニ
l著)、
万水千山を
こえて
走る成
昆鉄道
(外文出版社)、
天皇制に
関する
理論的
諸問題
(神山茂夫〉、
大正期
の急進
的自由主義
(井上清
・ 渡辺徹編)、
日本
社会学史
研究
上
・下
(河村望)、
近代天皇制
研究序説
(下山
三郎
〉、
天皇制国家と植民地伝
道(
中濃
教篤〉、
欧米思想
の日
本思
想に与えた影
響
上・中・下
(谷
口
悠隆)、
東洋
学文献類自
一九
七五年
度
(京
都大学
人文科
学研究所附属東洋学文献
セン
ター
〉、
七家
後漢書
(注文一
一室輯)、
漢官
六種
・来観漢記
〈玉隆撰
・ 劉珍等撰)、
中国科
学史
目
録索引
(郭正昭
編著)、
東西交
渉史
(ユ!
ル
著、
コル
デイ
補、
鈴木俊
訳編〉、
雲南
四
川踏査記
(米内山
庸夫〉、
新中国年鑑
一九
七七
年版
〈中国
研究所一編)、
台湾
の蕃
族
研究
〈鈴木作太郎)、
朝鮮風俗集
(今村靭)、
朝鮮
の姓
(朝鮮総督府)、
中東
・北
ア
フリ
カ年
鑑
一九
七七
t
七八
年
版(
中東調査会)、
古鍋鼓図録
(中国古典芸術出版社)
吋ro
Q5印E
(門ur氏自
HMczr)
、
吋r由
旬Hog-印。
(ハUY
曲目白
可cgr)
五
